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元
祿
三
年
版
枝
珊
瑚
珠
は
江
戸
咄
の
元
祖
鹿
野
武
左
衞
門
を
初
め
浮
世
繪

師
石
川
流
宣
等
の
噺
を
集
め
た
物
。
其
卷
三
に
百
姓
ほ
め
言
葉
を
出
す
。
曰

く
「
錢
と
ぞ
契
る
御
契
錢
（
傾
城
）
百
姓
の
身
に
し
有
ば
、
た
よ
ふ
格
子
の

詰
開
き
、
其
と
斗
り
も
き
せ
ち
な
し
、
ま
つ
た
讃
茶
の
や
か
ば
ね
の
、
て
る

ば
ち
な
い
二
階
に
て
、
丁
子
圓
を
く
や
ら
か
し
、
わ
ん
ぼ
う
に
香
を
留
て
、

い
し
く
も
有
ぬ
い
き
張
合
ひ
、
局
の
君
が
お
と
骨
の
、
え
こ
せ
ぬ
く
ぜ
つ
も

か
し
が
ま
し
、
一
疊
半
の
お
へ
や
住
、
足
を
斗
り
に
一
里
塚
、
つ
か
の
間
君

と
伏
見
町
、
か
し
の
い
よ
こ
の
女
郎
達
、
煙
管
く
は
へ
て
つ
ぼ
つ
こ
い
、
ま

な
こ
の
鹽
の
し
ほ
ら
し
や
、
ゆ
へ
ば
結
る
ゝ
江
戸
鹿
子
、
こ
く
も
薄
く
も
紫

の
、
色
を
ぞ
頼
む
單
帶
、
五
尺
手
拭
ひ
中
染
て
、
染
も
染
た
よ
京
町
の
、
三
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浦
ま
が
き
の
筋
向
ひ
、
稻
荷
屋
敷
で
う
つ
惚
た
、
思
ひ
は
是
も
お
れ
が
つ
れ
、

こ
と
づ
て
も
て
こ
い
柹
暖
簾
、
色
を
も
香
を
も
し
る
人
よ
、
但
し
い
ん
に
や

か
そ
れ
迚
も
、
せ
ず
樣
が
な
い
や
ぼ
助
の
、
滅
多
矢
鱈
の
太
鼓
持
、
う
つ
程

伸
る
そ
ば
切
か
、
け
ん
ど
ん
の
君
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
西
國
西
國
西
國
順
禮
、

胸
に
木
札
の
絶
る
ま
も
サ
ン
ヤ
レ
」
と
。

　
此
言
葉
に
誤
字
も
あ
る
べ
く
、
分
ら
ぬ
事
も
多
い
が
、
要
す
る
に
賣
女
の

稱
呼
や
其
方
の
用
語
が
多
き
に
居
る
。
け
ん
ど
ん
の
君
迄
は
判
つ
て
ゐ
た
が
、

西
國
順
禮
と
は
何
か
一
向
分
ら
な
ん
だ
。
處
が
三
月
號
三
一
頁
に
出
た
鳶
魚

先
生
の
「
女
順
禮
」
を
讀
ん
で
、
賣
女
の
一
群
に
西
國
順
禮
も
有
つ
た
と
判

つ
た
か
ら
厚
く
御
禮
を
申
し
上
げ
て
お
く
。

　
件
の
詞
は
け
ん
ど
ん
の
君
に
ほ
だ
さ
れ
て
胸
に
思
ひ
の
絶
間
な
き
を
、
西

4女順禮



國
順
禮
が
順
拜
所
の
棟
に
打
付
け
る
木
札
の
絶
る
間
な
き
に
比
し
た
の
で
、

胸
を
棟
に
通
は
し
言
ん
爲
に
、
傾
城
、
讃
茶
、
け
ん
ど
ん
等
と
同
じ
く
賣
女

の
一
群
た
る
西
國
順
禮
の
稱
呼
を
出
し
た
の
で
、
捻
く
つ
て
い
は
ゞ
、
貫
之

が
「
早
く
ぞ
人
を
思
ひ
そ
め
て
し
」
と
云
ん
と
て
「
岩
波
高
く
ゆ
く
水
の
」

と
構
へ
、
そ
の
前
置
き
に
「
吉
野
川
」
と
よ
み
出
し
た
如
し
。
扨
鳶
魚
先
生

が
言
れ
た
通
り
、
足
薪
翁
記
に
寛
文
の
頃
女
巡
禮
夥
し
く
は
や
つ
た
と
あ
る

は
此
事
の
沿
革
を
知
る
材
料
に
な
る
迄
で
あ
る
が
元
祿
三
年
出
版
の
本
既
に

西
國
順
禮
を
賣
色
女
の
列
に
入
れ
あ
る
を
み
る
と
、
先
生
が
示
さ
れ
た
寶
永

元
　
七
年
に
此
の
賣
女
群
が
始
ま
つ
た
で
な
く
、
多
か
ら
ぬ
違
ひ
乍
ら
、
寶

永
の
初
め
よ
り
は
少
な
く
と
も
十
三
年
前
、
は
や
西
國
順
禮
の
出
立
ち
で
如

何
は
し
い
業
を
す
る
女
群
が
歩
い
た
と
知
る
。
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序
で
に
申
す
。
紀
伊
國
東
牟
婁
郡
勝
浦
港
へ
、
明
治
卅
四
年
冬
よ
り
三
年

程
の
間
だ
屡
ば
往
來
逗
留
し
た
。
彼
の
邊
で
船
饅
頭
を
サ
ン
ヤ
レ
と
呼
ん
だ

が
今
は
ど
う
か
知
ら
ぬ
。
船
を
こ
ぐ
懸
聲
に
ヨ
ー
イ
、
サ
ン
ヤ
レ
、
是
は
ヨ

イ
サ
、
ヤ
レ
を
長
く
呼
ぶ
に
出
た
ら
し
い
。
船
饅
頭
連
が
泊
り
船
を
目
懸
け

て
こ
ぎ
付
る
時
一
と
際
面
白
く
こ
の
懸
聲
を
連
呼
し
た
か
ら
其
輩
を
サ
ン
ヤ

レ
と
よ
ん
だ
事
と
察
し
居
た
。
然
る
に
右
に
引
い
た
枝
珊
瑚
珠
の
卷
一
を
み

る
と
「
惣
別
何
に
て
も
は
や
り
事
を
し
出
せ
ば
設
け
る
物
也
、
織
物
に
さ
へ

イ
チ
ノ
ヤ
織
サ
ン
ヤ
レ
織
云
々
」
と
あ
る
。
是
で
サ
ン
ヤ
レ
は
本
と
流
行
織

物
の
一
種
と
知
た
。
只
今
は
聞
か
ぬ
が
吾
輩
幼
時
迄
、
サ
ン
ト
メ
と
い
ふ
綿

布
が
有
た
。
和
漢
三
才
圖
會
二
七
に
、
按
ず
る
に
三
止
女
は
南
天
竺
の
國
名
、

此
よ
り
出
で
オ
ク
シ
マ
と
稱
す
、
云
々
、
倭
よ
り
出
る
者
を
京
奧
じ
ま
と
名
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け
、
眞
物
に
似
ず
と
あ
り
。
惟
ふ
に
外
國
か
ら
渡
つ
た
サ
ン
ト
メ
乃
ち
奧
縞

に
擬
し
て
和
製
の
サ
ン
ト
メ
乃
ち
京
奧
縞
を
作
り
出
し
た
時
、
サ
ン
ト
メ
の

留と
め
に
對
し
て
遣や
れ
な
る
動
詞
を
用
ひ
、
サ
ン
ヤ
レ
織
と
稱
へ
た
で
無
ら
う

か
。
扨
元
祿
初
年
又
其
前
に
、
專
ら
サ
ン
ヤ
レ
織
の
綿
布
を
衣
た
賣
女
を
サ

ン
ヤ
レ
と
名
づ
け
、
此
稱
呼
が
熊
野
の
勝
浦
港
邊
に
近
日
迄
殘
り
有
る
の
だ

ら
う
。
サ
ン
ヤ
レ
亦
一
群
の
賣
女
の
稱
呼
な
る
故
、
け
ん
ど
ん
、
西
國
順
禮

等
と
列
し
て
百
姓
ほ
め
言
葉
に
編
入
さ
れ
、
吾
輩
幼
時
迄
は
や
つ
た
鈴
木
主

水
の
口
説
き
唄
の
終
り
に
「
出
て
行
く
の
が
女
郎
買
ひ
姿
、
ヤ
ー
レ
」
と
云

た
如
く
、
「
胸
に
木
札
の
絶
る
間
も
な
し
ヤ
ー
レ
」
と
唄
ふ
代
り
に
「
絶
る

間
も
サ
ン
ヤ
レ
」
と
適
用
し
た
ら
し
い
。
緋
衣
、
紅
裙
、
青
衣
、
白
衣
、
緇

衣
、
黄
巾
、
青
踏
、
赤
前
垂
れ
、
白
湯
文
字
等
、
服
粧
で
職
業
や
階
級
を
呼
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ぶ
事
多
く
、
明
治
十
年
前
後
和
歌
山
に
奧
縞
ち
う
淫
賣
女
が
多
か
つ
た
。
專

ら
奧
縞
を
著
用
し
た
か
ら
の
名
と
き
く
が
或
は
奧
縞
を
著
用
せ
ず
と
も
、
紀

州
で
サ
ン
ヤ
レ
が
專
ら
船
饅
頭
の
一
名
と
成
つ
た
の
で
本
と
サ
ン
ヤ
レ
織
と

同
物
異
稱
だ
つ
た
奧
縞
を
專
ら
市
中
に
す
む
淫
賣
女
に
宛
る
に
及
ん
だ
物
か
。

全
體
近
年
迄
紀
州
の
外
に
サ
ン
ヤ
レ
の
、
オ
ク
ジ
マ
の
と
呼
る
ゝ
賣
淫
女
有

た
處
あ
り
や
。
識
者
の
教
へ
を
ま
つ
。
（
六
月
廿
八
日
早
朝
五
時
稿
成
）

　
後
記
。
柳
亭
筆
記
上
「
順
禮
が
る
た
考
證
」
の
條
に
、
「
京
順
禮
と
い
ふ

　
は
、
衣
裳
に
だ
て
を
作
り
、
笈
摺
を
絡
ひ
、
胸
札
を
か
け
、
實
の
順
禮
の

　
如
く
出
立
ち
、
洛
陽
の
觀
音
の
靈
場
を
打
廻
り
し
也
」
と
あ
れ
ば
、
拙
文

　
に
棟
札
と
せ
し
は
間
違
ひ
で
胸
札
が
正
し
い
。
予
幼
時
棟
裏
に
順
禮
札
を

　
打
つ
た
の
を
み
た
が
、
是
は
好
奇
者
の
所
爲
で
有
た
ら
う
。
嬉
遊
笑
覽
七
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に
「
應
永
以
後
の
札
多
く
あ
り
、
札
は
木
に
て
作
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
眞

　
鍮
も
銅
も
あ
り
、
好
事
家
之
に
據
て
札
を
う
つ
事
は
應
永
頃
よ
り
專
ら
也

　
と
云
へ
る
は
非
な
る
べ
し
、
花
山
院
御
札
に
書
せ
給
へ
り
と
新
拾
遺
集
に

　
あ
る
を
や
」
と
あ
り
。
扨
柳
亭
筆
記
に
京
順
禮
の
始
よ
り
萬
治
三
年
と
寛

　
文
五
年
と
二
説
あ
る
由
を
示
し
、
寛
文
四
年
の
印
本
に
、
老
婆
物
語
と
題

　
す
る
洛
陽
三
十
三
所
觀
音
の
縁
起
を
聚
め
し
册
子
あ
れ
ば
、
此
事
寛
文
の

　
初
よ
り
起
り
、
寶
永
正
徳
の
頃
迄
も
有
し
な
る
べ
し
と
あ
る
。
萬
治
三
年

　
の
次
が
寛
文
元
年
だ
か
ら
さ
う
言
つ
た
の
だ
ら
う
。
順
禮
が
札
を
打
つ
事
、

　
後
奈
良
帝
の
弘
治
頃
成
り
し
桂
川
地
藏
記
に
、
御
地
藏
へ
所
詣
物
萬
般
也
、

　
先
有
御
所
的
之
役
人
云
々
、
或
有
三
十
三
所
順
禮
行
者
打
簡
と
み
ゆ
。

　
（
六
月
三
十
日
早
朝
）
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〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
大
正
十
年
の
初
冬
の
頃
、
南
方
熊
楠
先
生
、
高
野
一
乘
院
あ
り
し
時
の
狂

歌
と
て
、
人
の
見
せ
ら
れ
け
る
に
、

　
心
な
き
身
に
も
豆
腐
は
あ
か
れ
け
り
高
野
の
山
の
秋
の
夕
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樂
々
子
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
合
本
江
戸
生
活
研
究
　
第
貳
輯
」
春
陽
堂

　
　
　1929
（
昭
和4

）
年7

月23

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
江
戸
生
活
研
究
　
彗
星
　
七
月
號
」
春
陽
堂

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年3

月15

日
発
行

初
出
：
「
江
戸
生
活
研
究
　
彗
星
　
七
月
號
」
春
陽
堂

　
　
　1927

（
昭
和2

）
年3
月15
日
発
行

※
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://kindai.ndl.go.jp/

）
で
公
開
さ
れ

て
い
る
当
該
書
籍
画
像
に
基
づ
い
て
、
作
業
し
ま
し
た
。

入
力
：
あ
た
み
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校
正
：
川
山
隆

2014
年12

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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